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東風泊遺跡

第1図　東風泊遺跡（川口左岸地点，同右岸地点）の位置
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盛　は』がき

この報告書は奥尻島の幹線道路である道々奥尻島線宮津・東風泊問の道路整備事業に起因する記録

保存のための発掘調査，東風泊遺跡の昭和54年，55年度分概報である。

島内幹線の道路整備の計画は函館土木現業所によって逐年充実度を高めているが，それだけに埋蔵

文化財との係わりも深い。昭和51年の青苗市街e空港間の整備に伴なう青苗遣跡の発掘調査以来，今

年度で6年目に入った。漸く最終年を迎えた由であるが，その間，絶えず文化財保護に深い理解を示

し，発掘調査に充分な時間をさき，工事に優先させていただいた土木現業所関係者各位に深く感謝の

意を表したい。

昭和53年6月，北海道教育委員会・中村福彦文化財保護主事による遺跡の分布確認調査がなされ、

遺跡の範囲は東風泊橋より宮津に向い現道路添いに約150mの長さ，道路と海側の6－10mの等高線が

接する部分で，中心は海洋神社前の現道から東の浜堤…∴欝という結果がだされた。また鉛直的には表

面採集遺物やテスピットの層位から恵山文化期の単純遺跡で掘開深度は遺構を含めて1．1m前後，現遺

下の遺物包含層，遺構は破壊されていないと推測された。したがって，現遺下の保存は事実上不可能

であり，記録保存の発掘調査という方法がとられることになった。そこで道路閉鎖の事態を避けるた

め，東風泊橋から港に通ずる町道を利用して，道々の登坂口に抜ける迂回道路が検討された。ただ部

分的に遺跡の中を通る難点があったが，他に良策はなく，50cmの盛土と撤去時に工事立会することに

した。

昭和54年度の発掘調査面積は現遺下と側溝部分1577I琉　期間は昭和54年6月11日より11月5日まで

の148日間と決定した。調査班の編成は青苗遺跡の調査員等が，そのまま引継ぐ形をとった。

調査蚊の構成は次のとおりである。

㍉洞査委託者　函館土木現業所

e調査受託者　奥尻町長　　　　　　　越森幸夫

・調査担当者　日本考古学協会員　　佐藤忠雄

e調査員等

河野本道　駒沢大学・旭川大学講師

山田　忍　専修大学北海道短期大学教授

佐藤芳子　奥尻島青苗遺跡専従調査員

山田　勝　奥尻島青苗遺跡専従調査員補助

整理の段階では動物遺体の同定：早稲田大学e金子浩昌氏，カーボン測定：学習院大学・木越邦彦氏，花粉分析

：北海道開拓記念館・山田悟郎氏，石質鑑定：地質調査所北海道支所・山口昇一氏、久保和也氏等の各位に

御協力をいただいた。

発掘調査は円滑に進行したが，層を追うごとに新らたを遺物包含層の検出が続出し，最終的に深度

2。7mの問に6枚の文化層が確認された。これによって当初の掘開予定深度1．1mを大幅に上まわり，9

月の時点で作業の遅延は決定的となった。ただ幸いをことにA～D20区以南，東風泊橋までの問が

表層に若干の撹乱された土器小片　石器剥片を出土したのみで河床礫となったため，発掘面積は当初
？

の凡そ半分の774n自二縮少された。しかし、排土量では当初の1403・53n了を103・07正上廻っており，実質

15日の延長になった。

昭和55年度の発掘調査は川口左岸地点神社前発掘区の現道北330汀fを4月12日より6月8日まで，川

r一丁右岸地点輪島発掘区240n了を9月1日より10月15日に亘って実施した。整理作業は昭和55年12月14日

より昭和56年3月31日まで行われ，基本的なものを終了した。

昭和56年度の発掘調査は4月15日より7月27日の間，川口右岸地点輪島東発掘区（現遺沿い）785・

75n了を対象に実施の予定である。
－1－



墓園　東風泊遺跡の概要

奥尻島は北海道渡島半島の西方海上およそ20kmにある環海の離島である。行政上では桧山支庁に所

属し，1畠，1郡，1町を構成する。人口約6400人，基幹産業はイカ，ホッケ，マス，アワビ漁を主

とする水産業で，近時は酪農の振興も注目されている。畠への交通は海路で江差・奥尻問61kmと青苗

問59kmに東日本フェリーの定期便があり，夏に瀬棚。奥尻問43kmに季節便が就航し，空路で札幌・函

館・奥尻問に日本近距錐航空のツインオッタ一機が通年運行している。

畠の大きさほ東西11km，南北27km，畠周84km，面積143．27汀fの広さで，平面観は南北に長辺をもつ三角形に近く

側面観は全般に低平に見える。分水界は西に偏しており，最高地点は神威山の584．3m，南東から東岸

に亘り顕著を海成段丘が発達している。この段丘は瀬川秀良氏によって標高580へノ520mの島項面から

標高4mの青苗岬面問が神威山I面，神威山Ⅲ面，青苗川面，フケ歌沢面，松江I面，松江Ⅲ面，赤

石面，未聞面，寺屋敷面，青苗岬面に10区分されている。）

東風泊遺跡は奥尻島の東岸，北緯42012′　57〝，東経1390　32′　34〃　に位置し，奥尻町市街地より

遥々奥尻島線を約4km北上した地点にあり，東風泊部落の中央を横切る無名川を河口から100mほど

遡った左右両岸に所在する。対岸は大成町の平浜で，晴天時には漁村の屋並みが眼前にみられる。東

風泊はかって享和年間に幕府がオットセイ取方役人派遣のため番所を設置したところで，島内では風

当りの弱い，数少ない居住適地の一つである。

地形は西に球畠山369．7mがあり，東に青苗川面の海成段丘が大きく広がって球浦牧野を形成する。

そしてその東端標高200mほどに海蝕崖があり，約500　の急斜面で遺跡の沖積面と連続している。北

は標高80～100mにやゝ平垣な未聞面があり，山裾は緩やかに西に傾斜し，青苗川面と米同面との山間

を開折して，無名川が流路を東南にとって海に注いでいる。即ち，遺跡は北西面の山を背に，川口を

中心に東南に発達する扇状地にある。地質基盤は右岸が角閃安山岩およびデイサイト火砕岩からなる

青苗川層，左岸が砂岩および泥岩からなる釣懸層である。なお青苗川面，米閲南の海成段丘は礫・砂

・粘土によって構成されている。

遺跡の範囲は扇状地のほぼ全域と云ってよく，標高10m以下，4m以上の浜堤の沖積海砂地にある。

現在，人家の殆んどがこの面に建っている。また標高10m以上18mの部分では飛砂の堆積はなく，青

苗川層または釣懸層の風化土壌である。

この遺跡は昭和29年，市立函館博物館の石川政治，千代肇氏らの調査で確認された。し一遺跡は標

高十米で砂丘の中間部を村道がかいさくして，このかいさく面に遣物が散在している－」，「－いわ

ゆる北海道の続縄文と云われる土器群のものである－」と述べられており，地勢や出土遣物から，そ

の地点は本調査の川口左岸地点の海洋神社前付近と思われる。また，その後，経緯は明らかでないが

球浦遺跡の確認が遺跡台帳に登録されている。それによれば…球浦より東風泊に向う道路の左側で，

球畠山の山麓，東風泊川の右岸で近くに和人墓地がある。標高18m付近から晩期の土器10数点採集，

（標高18mというと道路より約120m奥に入ることになるので8mの誤記であろう。）と記載されており，

本調査でいう東風泊遺跡川口右岸地点にあたる。球浦遺跡の名称を踏襲しなかったのは，その命名が

多分，字境界線が部落の中央にある東風泊橋であり，南が球浦，北が宮津となっていることから，単

に宇名を冠したものと思われること，また，球浦管内には周知の仏沢遺跡，同2遺跡があり，球浦遺

跡の南にも隣接して擦文期の遺跡が存在する可能性があるなど，混同を避けるうえからも適当な呼称

とはいえないなどの理由によるものである。そこで本調査より，球浦遺跡を東風泊遺跡川口右岸地点，

旧来の東風泊遺跡を東風泊遺跡川口左岸地点と改称することにした。
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第2図　東風泊遺跡（川口左岸地点、同右岸地点）付近の地形図

Ⅱ．東風j自遺跡の土層構成
1．川口左岸地点

海洋神社前発掘区の層位は・睨道路を中心に用地境界沿いに設定された細長い発掘区全面に過去数次

に亘って路盤掘さくがなされ，切込み砕石による整正が行われているので，I～Ⅳ層を欠層するとこ

ろが多い。また，側溝外では古い時期の道路工事による盛土層が見られる。全般に堆積は秩序よく，

I～Ⅳ層がほぼ良好な状態を示している。つぎに標準土層の観察をもとに，各層の大略を述べる。

1．東風泊左岸地点の標準土層の概説

F．U．G層　盛土層　道路開さく時の盛土地盤で，数種の異なる土壌を密圧したコンパクトな土層で

ある。

I層　渡島大島a層　渡島人島の火山灰層で1714年噴火の降下堆積物である。奥屁全島の地表を被覆

する腐植を含む砂土で，土色は黒褐色ないし灰褐色である。層厚は5cm－30cm。

Ⅱ層　乙部層　　　　奥尻全島に堆積している火山灰屑で，浅黄相色ないし黄白色の砂土。層厚は

3cm－10cmである。

Ⅱ層　渡島大島b層　乙部層の直トに堆積する火山灰層で，腐植に富む真黒の壌土である。層厚1cm

前後の薄層であり，明確でないところもある。青苗遺跡で山田忍氏によりOsbと命名

されたものである。

Ⅳ層　褐色土屑　米同遺跡第5層の成因不明の土層に言亥当する火山灰層である。駒ヶ岳の！酎二密接し

て堆積する。奥尻島での駒ヶ岳の層の分布は松江以北に確認されていないが，両層の

時間差は殆んどないものと考えられる。共に直トに恵山式の文化層が存在する。暗褐

色の砂壌土，層厚は10cm前後である。

－3　－



豆腐　第瑠海砂腰　飛砂が集積した浜堤で，淡褐色の粗粒な海砂層である。層上部は腐植を含有して

黒褐色になっており，下部は上部から溶脱してきた鉄分により褐色化している。層厚

は30cmないし45cmである。主として上部に恵山式土器を包含する。

Ⅳ層　第望海砂魚層　黒褐色の粗粒を海砂層が集積する浜堤である。層上部は黒色に近い，第1海砂

より腐植に富んでいる。層厚は20cmないし30cmである。縄文晩期の遺物を包含する。

Ⅶ層　窮望海砂C層　黄褐色の細粒な海砂層である。腐植を含まず，砂粒はAより若干，粗い感じが

する。層厚は10cmないし30cm，遣物を包含しない。

Ⅷ層　第3海砂A層　黒褐色の細粒射毎秒層である。淡窯褐色に腐植しているが，風化が進んだのは

短期間らしい。層厚は8cmないし20cmで海に向って厚い。縄文後期末葉の遣物を包含

する。

Ⅸ層　第3海砂¢腰　黄褐色の細粒な海砂層で，C－12区にピッチの細い連痕が砂紋を残している。

層厚は7cmないし20cmの浜堤である。遣物を包含しない。

Ⅹ層　第確海砂糸屑　黒褐色の細粒射毎秒層で多量の腐植を含有している。C－12区の砂紋は更にピ

ッチの細い連痕となり，層上面は不規則に波状する。層厚は8cmないし25cm。縄文後

期中葉の遺物を包含する。

刃層　第4海砂C層　褐色の細粒海砂層で，X層同様の砂紋があり，不規則に波状する。層上半部は

遺物を包合しないが∴F部になるにつれ遺物を包含するが，量的には少ない。層厚8

cmないし20cm。

Ⅹ韮層第5海砂A層　黒褐色の海砂層で∴本層でも上面が小さく波状するところがあるが，Ⅹ言粒層

のように顕著ではない。ピ、ソト，焼土などの遺構があり，遺物の物量も多く，他層に

比して安定した生活址面である。層厚は10cm～65cmで，北東の海側に増幅している。

縄文後期中葉の遺物を包含する。

ⅩⅢ層　第5海砂C層　黄褐色の細粒の海砂層で，層厚は20crn前後，層土半部は遣物を含まないが，下

半部にXⅥ層の一一部の遺物が出土する。

ⅩⅣ層　第6海砂A層　黒褐色の細粒海砂層である。層は水平を保っており，密庄されたように硬い。
t

層厚は15cmないし25cm。縄文後期初薬の遺物を包含する。

ⅩV層　第6海砂阻層　暗褐色の粗粒海砂層で層厚は100cm前後，遺物を含まない。

ⅩⅥ層　第6海砂C層　にぷい黄褐色の粗粒海砂層で，層上面に花崗閃緑岩，玄武岩の海浜礫が集積し

ている。恐らく本層が基盤で、釣懸層にのるものと思われる。

川口左岸地点の土層は，縄文海進時の生成と見られる第6海砂層を基盤として，海迫によって生成

された5層からなる浜堤と火山の降下堆積物に由来する3層によって構成されている。このように幾

層もの浜堤生成がなされた原因は，遺跡の立地する後背の山が壁となり，東風を通過させなかったこ

とによるが，この浜堤面が居住適地として使用されたのは，海砂そのものが，風によって吹き上げら

れ，海岸を離れると急激豆湿気を帯びる性質をもっており，風力が衰えて植物が生育しやすい状況に

なり，地表面が固定され，生活面としての使用が可能だったからであろう。各海砂層の植生は山田悟

郎氏によって分析結果が得られており，中でも第2海砂A層から栽培種のソバの花粉が検出されたこ

とは，その層の展開面の活用という点からも注目される。

なお実測した土層断面は発掘区の長辺にB－9－21区，D－9－26区の北西面とE－9－21区の南東

面と短辺B～D－11区，B～E－13区，B～E－15区，B～E－17区，B～E－19区，B～E－20区

の北東面に計9列とってある。

また第1海砂A層，第3海砂A層，第4海砂A層，第5海砂A層出土の木炭資料4点と第5海砂A

層出土の土器の表面に付着した残ブ宰炭化物資料1点のC－14年代測定を木越邦彦氏に依頼してあり，
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近くその結果が得られるので，各層が生成され時期や遺物の編年に期待がよせられる。

2．川口右岸地点

輪島発掘区は道々と平行するL字形で，神社前発掘区と同様の成因による砂丘，いわゆる浜堤であ

る。現状は畑地で比較的乎垣な面が南に広がりており，その先端は東風泊橋の南約250m付近にある

無名吊の古い時期の氾濫原あとと思われる低地溝に消える。浜堤形成前の発掘区の微地形は，恐らく

舌状形で，ゆるく海側に伸びる山裾だったのではなかろうか。発掘区の標高は8m強で神社前発掘区

と殆んど変らないが，見掛けでは神社前発掘区の方が低く感じられる。

土層の堆積状態は北東の地傾斜のあるところで被覆が薄く，乙部層下で直ちに河床礫となる以外，

浜堤の平出部では水平堆積の状態を保っている。人為的撹乱は耕作による乙部層の削取が…一部にある

ほか，抜根によるものが4ヶ所に認められた。標準土層の観察は大略っぎのとおりである。

2．東風泊右岸地点の標準土層の概要

I層　　渡島大島a層　灰褐色7．5YR労の砂土で腐植を含んでおり，畑地としては良好射大態にある

層厚は15cm前後。

Ⅱ層　　乙部層　浅黄橙色7．5YR労の砂土で，噴出源不明の火山灰である。奥尻島対岸の渡島半島西

南部日本海側に分布し，乙部町周辺に最も厚く堆積するとされていたものであるが

奥尻島ではそれ以上に厚いことが確認されている。このことから奥尻島神威岳が噴

出源ではないかとの推測もなされている。層厚は7cm前後。

Ⅱ層　　褐色土層　暗褐色7．5YR％の砂壌土である。軽い土壌で火山灰のように見えるが，また堆積

していた火山灰が雨水により削刺され再堆積したことも考えられるとしている。山

田忍のいう成因不明の土層で、ある。層厚10cm。

Ⅳ層　　第1日毎砂魚層　灰黄褐色10YR労の砂土である。左岸地点より腐植に乏しい。層の上半にスギ

ナの地下茎が成育してみられ，恵山式土器が包含されている。層厚6cm前後。
J

V層　　第日毎砂防層　にぷい黄褐色10YRタイの砂土である。層の下半部より恵山式器を出土する。層

厚15cm前後。

Ⅵ層　　寧日‖海砂C層　灰黄褐色10YR％の砂土で層厚3cm、遺物を包含しない。

Ⅶ層　　第2海砂層　　黄灰色2Y昇の砂土である。層厚7cm前後で全般に古いタイプの恵山式土器を

出土する。

Ⅷ層　　第3海砂魚層　黒褐色10YRガの砂土で、上部に恵山式および晩期の色彩の強い土器を出土す

る。層厚5cm。

Ⅸ層　　第3海砂C層　にぷい黄褐色10YRライの砂土で、7cmの層厚。以下，第4海砂A層，褐灰色10

YRガの砂土，同C層，にぷい横楕色10YR％の砂土と続くが，何づれも遣物を含ま

ない。

なお，この層位は昭和55年調査の浜堤平出面のものであり，昭和56年に予定している標高7－9m

ライン（現道々レベル）の調査で，第4海砂層以下，縄文後期に至るまでの層序が明らかにされるは

ずで、ある。
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第3図　東風泊遺跡　川口左岸地点発掘区の古地形．平・断面
第10図版　川口左岸地点発掘区の古地形，海浜礫の状況
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．蝿〆∴　遺　構

1．川口左岸地点

検出された遺構に近現代の炉址および井戸と縄文後期の土拡および竪穴様址がある。

a）　炉址　D－9～D－10区に検出された。Ⅲ層の乙部層をV層まで50cm据込んでいる。底に約10

cmの木炭の層があり，その上に焼けた6cm～10cmの円礫が40個ばかり認められた。平面は

直径1m70cmの円形，断面は鍋底形である。

の　井戸　D－10～D－11区において検出された。Ⅳ層上面に落ち込みがあり言采さばXV層に達し

ている。穴底に30cm前後の転石が敷かれており、充増土中に陶器片が混在している。

C）　土壌　B－12，13，14区のⅩ江層から3基検出された。

瑠号土壌　B－12区検出のプランは，ほぼ円形で黒色砂層Va層から掘り込まれ，褐色砂層Ⅵb層が

墳底になっている，墳底からの壁の立上二りは若干丸味を帯びをがら垂直に立上る。　壌土部

に大小14個の配石があり，縄文後期中葉の土器，石器が検出された。遺物には周辺から流

れ込んだものあるようだ。墳底からの遣物の出土はない。（第10図版）

2号土壌　B－13区検出のものは長楕円で北東がやや幅広なプランになっている。掘り込みは前例

同様，黒褐色砂層Va層からで，墟底も褐色砂層Ⅵb層である。配石は壌土に3個の山石と

2個の小円礫がのっている。壕の従断面は舟形様，横断面は底に細まっている。遺物は南

西端の墳底に密着して，縄文後期中葉の土器2個体が復元可能射犬態で出土した。（第10図

版，第7図版7，11）

3号土壌　B－14区検出のプランは不規則な長楕円形で，長軸両端が角ぼっている。掘り込みは黒

褐色のVa層からでⅥa層が墳底になっている。配石は境内に可なり大型の山石が9個ぎっ

しり詰込まれている。壕は浅く，鍋底状，遺物は配石上面より3点の土器片を出したのみ

である。（第10図版）

b）　竪穴様址　D－12～13区にかけて検出された。X層の第4海砂A層を掘込んだもので長径が2m50cm、

短径が2mの半円状の落ち込みである。壁は10cm前後の高さで，ピット内は平田であり，2箇

所に直径40cm，深さ21cmの窪みがある。柱穴と思われるものが，壁沿い内に7個，外に8

個ある。出土遺物は縄文後期の土器小片である。

2．川口右岸地点　現在まで遺構の検出はない。

WH　遠　望吻

航　川口左岸地点

a）　土器

前述の層位のうち，表層，Ia，Ⅲa，ⅢaⅣa，VaⅥa各海砂層から縄文時代，続縄文時代，擦文

時代のものが出土した。これらは次の4群に分類することができる。

‡群土器　縄文時代後期に属し，渡島半島を中心に分布する初薬のもの言凡全道的に分布する中葉の

もの，渡島半島に局部的に分布する末葉に位置するものである。

Ⅱ群土器　縄文時代期初薬に属し，渡島半島を中心に分布するものである。

Ⅱ群土器　続縄文時代後期に属し，主として道南地方に盛行するものである。

Ⅳ群土器　擦文時代に属するものである。

雪に次の各種に細分することができる。
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車B－14区第Va海砂層上面検出の土壌

B－12区第Va海砂層上面検出の土塀



I群土器

1類a　無文の素地で口縁に2本1組の蛇行状洗練文を横帯させ，それにより胴部に数条の蛇行状懸

（VIa層）垂洗練文を施文した細長い円筒形の土器でいわゆる涌元式と呼ばれているものの1タイプ。
b

（Ⅴ工a層）
地文の斜行縄文に交叉する。斜位の組紐庄痕文を等間隔に周回させたもの。

2類a　地文の縄文に洗練による曲線，平行洗練文，1状文と磨消縄文による入組文の施文されている
（Vc層）

b

（Vc層）

大湯式土器の特徴を具備するもの。

地文の縄文に洗練による曲線文，楕円文，平行洗練文，磨消縄文が施文されている深鉢形土

器で，文様帯は胴部土半。入江A式の1タイプ。

C　地文の縄文に斜位の沈縄文を施文したもので，口縁が山形に分化し，頚部の磨消縄文帯で口

縁部と胴部の文様帯を区分しているもの。

b　地文の縄文にS字状，曲線状洗練文を施し，磨消縄文による三ヶ月状文と頚部の多段の洗練

文を特徴とする文様帯が胴部上半にあるもの。

e　斜行縄文を地文とし，口縁上部に1条の庄縄文を巡らしたもの。

3頬a　地文に縄文のあるものと無いものとあるが，ペンチ様に措いた洗練文を中心に，く状，〉状
●

1状の洗練文を施したもの。口唇部，口縁部に貼付粘土紐による装飾の有るものもある。

b　地文がなく，平行洗練文と1状沫線文の施文されたもの。

C　口縁部と胴部に広い磨消縄文帯を残し，縄文を地文とする文様帯に連続波頭洗練文をめぐら

したもので，口唇部，口縁部に貼付粘土紐による装飾のあるもの。

d　無文の素地に直線的洗練文によって措出された隈手に，一定幅をとったそれと平行する洗練

文を添えた文様で，一定幅の中に楯状工具による浅い掻痕の施されているもの。

e　縄文を地文とし，平行洗練文，円状，楕円状洗練文，磨消縄文の施されているもので，多くは

口頚部に磨消帯をもつ。また平行洗練文は口縁部，肩部に多段に施文され，2本を（，）で

横長のS状にく　くるものが多い。

4頸∂　縄文を地文とし，文様に直角三角形に近い山形洗練を重ねめぐらした連続鋸歯状文，波頭洗

練文を抽象化したと思われる，シャチの背びれに似た構図の洗練文，平行洗練文がある。また

1状洗練文の抽象化とも見られる構図もあり，構図内は何れも磨消手法がとられている。器

形は磨消帯の頚部から朝顔形に開らく器口の深鉢形で，口縁は10－11箇所に突起をもつ低い

山形に分化する。いわゆる手稲式土器の代表的タイプである。

b　地文の縄文に多段の平行洗練文を施し，それを縦位，斜位の洗練文で切るもの。

5類a　斜行線文を地文とする。文様帯は器高のガと狭まり，横位のS字状洗練文が口縁上部に施さ

れ，単純な入組文の上下を平行洗練文で区切られた磨消帯が見られる。口縁に三つ山の中突

起がある。宮戸mb式に類する土器である。

Ⅱ群土器

1類a　地文に斜行縄文を施し，口縁上部に爪形文を2列周回させたもので，上ノ国式土器である。

b　地文は斜行縄文で口縁部を磨消し，その上下を2本の平行洗練文で区切り，入組文を洗練文で

描出している。大洞B式土器に相当するものであろう。

Ⅱ群土器

Al類　口縁部に2条の横帯縄文があり，その条間が磨消され，外からの円形刺突文が横位に施され

ている。

A2類　Al類の円形刺突文が内から施文されたもの。

A3類　磨消縄文，横帯縄文，縞状文，洗練文，列点文の施文されているもの。
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Ⅳ群土器

1類　擦文土器である。

b）石　器

出土した石器の種類は1．石鉄，2．石錐，3．石匙，　4．掻器，5．石斧，6．不定形剥片石器，7．窪み石

である。これは出土層位，形態によって，いくつかに細分できるが，詳細は紙面の都合上，本報告に

ゆずることにする。

2．川口右岸地点

a）土　器

第1海砂A層，同B層，第2海砂層から，それぞれタイプの異なる恵山式土器を出土している。昭

和55年調査中間時点で，大まかに次の3類に分けることができる。

Ⅲ群土器

Bl頬　地文に斜行縄文，直行縄文を施し，頚部に幅広で直立した無文帯をもち，数条の平行沈線文，

連弧洗練文，押引き文のあるもの。

B2頬　地文に直行縄文を施し，頚部に幅広で直立した無文帯をもち，多段の平行洗練文と列点文の

あるもので，口縁が小さく沈状突起をなすもの。

B3類a横帯縄文，磨消縄文，縞縄文，平行，山形，沈状沈縄文の施されているもの。（第15図版）

b横帯縄文，磨消縄文，撚糸庄痕文，単純な擬縄帯，縞縄文の施されている後北式土器。（第15

図版）

b）石　器

石器は1．石鉄，2．掻器，3．ナイフ様石器，4．石斧，5．窪み石の5種が出土している。このなかで窪み

み石が特に注目される。正面と背面の長軸上の2－3箇所に浅い窪みを穿ち，その両側縁に細い縦溝

が5～6条平列するものである。この種のものは米岡第2遺跡の恵山式土器に1例，伴出したことが

あり，外では栄浦第2第13号竪穴ホ号住居址で，磨り石として確認されている。本地点での出土例は

13個あり，石器組成でも大きなウエイトを占めている。（第8図版）

Ⅵ．あとがき

以上が東風泊遺跡川口左岸地点神社前発掘区，同右岸地点輪島発掘区の昭和54年，55年度分の概報

である。左岸地点の資料の整理作業は殆んど終了しているが，右岸地点については，56年度の調査が

残っており，基本的整理を終えた段階にとどまっている。したがってその内容も筒的なものであり，

後目，追加，是正を要するところが多々あると思う。
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第12図版　川口左岸地点の出土遺物　土器（りⅣC，Va海砂層出土の土器群
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第13図版　川口左岸地点の出土遺物　土器（2）vc，Ⅳa海砂層出土の土器群
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第14図版　川口左岸地点の出土遺物　石器　ⅣC，Va層出土の石器群
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第15図版　川口右岸地点の出土遺物　土器
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やませとまり

奥尻島東風泊遺跡
道々奥尻島線整備事業に係わる記録保存の発掘調査概報
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1981年3月

佐　藤　忠　雄

函館土木現業所
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